
ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

３
月
10
日
～
17
日
の
期
間
、
静
内
高
校

１
年
生
約
２
０
０
名
が
情
報
授
業
の
一
環

と
し
て
、
動
画
投
稿
ア
プ
リ
「
Ｔ
ｉ
ｋ 

Ｔ
ｏ
ｋ
」
（
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
）
を
活
用

し
た
新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ
の
Ｐ
Ｒ
動

画
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
当
施
設
を
若
い
世
代
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
同

校
に
依
頼
し
実
現
さ
れ
た
も
の
で
、
生
徒

た
ち
は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
コ
ン
セ

プ
ト
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
自
分
た
ち
で
考

え
、
温
泉
や
客
室
、
施
設
の
外
観
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
画
の
撮
影
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
、
当
施

設
職
員
な
ど
が

投

票

を

行

い
、

優
秀
作
品
を
決

定
し
、
「
新
冠
温

泉
公
式
Ｔ
ｉ
ｋ 

Ｔ
ｏ
ｋ
」
で
の

配
信
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

静
内
高
校
生
に
よ
る

新
冠
温
泉
Ｐ
Ｒ
動
画
撮
影

　

レ
・
コ
ー
ド
館
で
は
、
開
館
以
来
、
レ

コ
ー
ド
を
「
集
め
る
」
「
聞
か
せ
る
」
「
魅

せ
る
」
と
い
う
３
つ
の
柱
を
軸
に
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
今
年
度
、

新
た
な
挑
戦
と
し
て
「
つ
く
る
」
に
着
目

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
言
葉
や
歌

を
レ
コ
ー
ド
と
し
て
残
す
た
め
「
Ｖ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ　

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｙ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

第
１
弾
は
３
月
10
日
、
新
冠
中
学
校
を

卒
業
し
た
証
、
ま
た
、
別
々
の
進
路
を
歩

む
仲
間
と
の

思
い
出
を
残

す

た

め
、

卒

業
生
の
学
年

合
唱
と
全
校

合
唱
を
録
音

し
、

卒

業

記

念
レ
コ
ー
ド

を
制
作
し
ま

し
た
。

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

　

こ
の
た
び
、
新
冠
町
議
会
の

芳
住
革
二
議
員
、
中
川
信
幸
議

員
は
、
永
年
に
わ
た
り
町
議
会

議
員
と
し
て
、
地
域
の
振
興
発

展
お
よ
び
住
民
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
３
月
８
日
の

第
１
回
定
例
会
開
会
前
に
荒
木

正
光
議
長
か
ら
両
議
員
へ
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

芳
住
議
員
が
27
年
・

中
川
議
員
が
15
年

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
を
受
賞

　

３
月
22
日
、
町
商
工
会
女
性

部
か
ら
町
教
育
委
員
会
に
「
交

通
安
全
愛
の
鈴
」
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
鈴
は
、
４
月
か
ら
新
１

年
生
と
な
る
児
童
の
無
事
故
を

願
い
同
女
性
部
が
毎
年
手
作
り

し
て
い
る
も
の
で
、
鈴
は
黄
色

い
毛
糸
で
包
ま
れ
、
氷
川
神
社

で
お
祓
い
を
受
け
た
後
に
教
育

委
員
会
に
届
け
ら
れ
、
新
１
年

生
に
は
、
各
小
学
校
か
ら
入
学

式
の
日
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
交
通
安
全
祈
願
の
「
愛
の
鈴
」

商
工
会
女
性
部
が
心
を
込
め
て
作
製

　

３
月
18
日
、
ポ
ロ
シ
リ

生
活
館

で
郷
土
資
料
館
事
業
「
シ
ャ
ク

シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
と
新
冠
学
習

会
」
が
開
か
れ
、
30
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ

ン
が
最
期
を
迎
え
た
地
と
い
わ

れ
る
判
官
館
と
の
関
連
に
つ
い

て
詳
し
く
学
び
、
参
加
者
は
知

ら
れ
ざ
る
ふ
る
さ
と
の
歴
史
と

ア
イ
ヌ
文
化
に
、
興
味
津
々
の

様
子
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ポ
ロ
シ
リ

生
活
館
で
学
ん
だ

「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
と
新
冠
」

　

３
月
16
日
、「
令
和
４
年
度

日
高
管
内
教
育
実
践
表
彰
特
別

賞
」
を
受
賞
し
た
新
冠
中
学
校

３
年
生
の
澁
谷
菜
帆
さ
ん
へ
の

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
澁
谷
さ
ん
が

昨
年
９
月
18
日
に
檜
山
管
内
江

差
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
24
回

江
差
追
分
少
年
全
国
大
会
」
で

準
優
勝
を
果
た
し
、
日
高
管
内

の
学
校
教
育
の
振
興
に
功
績
が

あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

澁
谷　

菜
帆
さ
ん
へ

日
高
管
内
教
育
実
践
表
彰
特
別
賞

　

３
月
23
日
、
㈱
シ
テ
ィ
ッ

ク
（
行
方
将
泰
社
長
）
の
武
部

史
彦
取
締
役
部
長
が
役
場
を
訪

れ
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
12
台
を
鳴
海
町

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

㈱
シ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
こ
れ
ま

で
も
当
町
の
教
育
振
興
を
目
的

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
楽
器
な
ど
、

数
多
く
の
教
材
備
品
を
寄
贈
し

て
お
り
、
こ
の
日
、
武
部
部
長
は
、

「
学
校
の
授
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
活
動
に
役
立
て
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

新
冠
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

㈱
シ
テ
ィ
ッ
ク　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
12
台
を

寄
贈

　

３
月
６
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
、
小
学
６
年
生
か
ら
中
学
２

年
生
の
30
名
が
参
加
し
た
、「
少

年
国
内
研
修
交
流
事
業
報
告

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
事
前
事
後
研

修
を
通
し
、
平
和
・
歴
史
・
自

然
・
文
化
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に

分
か
れ
、
戦
争
の
歴
史
や
動
植

物
の
生
態
、
沖
縄
県
に
お
け
る

米
軍
基
地
の
問
題
な
ど
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
映
像
に
ま
と

め
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の

少
年
国
内
研
修
交
流
事
業

沖
縄
で
学
ん
だ
こ
と
を
堂
々
と
発
表

　

３
月
24
日
、
岩
見
沢
市
の
㈱

フ
ェ
イ
ス
技
研
（
本
田
忠
代

表
）
よ
り
、当
町
が
掲
げ
る
「
思

い
や
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
対
し
、
多
額

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
田
代
表
は
、「
新
冠
町
に

は
、
当
社
と
し
て
も
個
人
的
に

も
思
い
入
れ
の
深
い
町
で
、
恩

返
し
の
意
を
込
め
、
寄
附
し
ま

し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

㈱
フ
ェ
イ
ス
技
研
が
多
額
の
寄
附

　

３
月
24
日
、
札
幌
市
の
ダ
イ

シ
ン
設
計
㈱
（
本
多
弘
幸
社

長
）
よ
り
、当
町
が
掲
げ
る
「
産

業
振
興
の
活
性
化
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
対
し
、
多
額

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
多
社
長
は
、「
新
冠
町
の

総
合
戦
略
の
目
標
の
達
成
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
や
活
力

溢
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
祈
念

し
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

ダ
イ
シ
ン
設
計
㈱
が
多
額
の
寄
附
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